
【会場】南大塚地域文化創造館（詳細は裏面参照）

【定員】40名（応募者多数の場合は抽選）

【応募方法】 ※応募開始日：8月15日

●応募フォーム：

右の二次元コードか下記URLからお申込みください。

https://logoform.jp/form/gXWR/1102146

締切：9月5日（金）

●往復はがき：

ご住所、お名前（フリガナ）、年齢、電話番号、

ご希望の回（①第1回、②第２回、③両方、のいずれか）を記し、

「〒170-0013 豊島区東池袋5-52-3

鈴木信太郎記念館」宛に9月5日必着で郵送下さい。

＊いずれも1回のお申込みでお一人のみ有効です。

結果はメールか返信はがきでお知らせします。

第１回、第２回の両方へ申し込みをされても、応募状況により、

どちらか１回のみ当選する場合がございます。予めご了承ください。

9月28日（日） 14：00～15：30

講師：小関武史氏
一橋大学大学院言語社会研究科 教授

題目：信太郎が観たモリエール
～日記に綴られた百年前の観劇体験～

鈴木信太郎記念館展示
「パリの信太郎 en 1925

―100年前の留学事情―」
記念講演会

お問合わせ：豊島区立鈴木信太郎記念館 TEL：03-5950-1737

第2回

こせき たけし

9月21日（日） 14：00～15：30

講師：栢木まどか氏
東京理科大学工学部建築学科 准教授

題目：鈴木信太郎記念館の書斎棟を考える
～戦前期における鉄筋コンクリート造建築～

第1回

かやのき

写真：①記念館書斎棟外観、②書斎棟ステンドグラス、③信太郎が観劇した演劇パンフレット、④信太郎のパリ留学中の日記

①

②

③

④



第1回講演 講師：栢木まどか氏 東京理科大学工学部建築学科 准教授
【略歴】
・1999年、東京理科大学工学部建築学科を卒業。
・2007年、東京理科大学工学研究科建築学専攻博士課程を修了。
・東京理科大学工学部助教、東京大学大学院工学系研究科特任助教、株式会社文化財
保存計画協会特任研究員を歴任し、2014年より現職。
・都市史や近代建築を主要研究分野とし、特に関東大震災復興期の復興建築等を研究。

講師紹介

講演内容
第1回：9月21日（日）
「鈴木信太郎記念館の書斎棟を考える～戦前期における鉄筋コンクリート造建築～」

明治時代末期から、日本でも鉄筋コンクリート造の建築が建設されます。東京や横浜では、大正12
（1923）年の関東大震災をきっかけに、耐火耐震構造である鉄筋コンクリート造建築が増加しました。
華々しい商業建築や官庁、学校建築だけでなく、住宅、蔵、倉庫、書庫などが鉄筋コンクリート造で建
設されます。昭和3年築の鈴木信太郎記念館の書斎棟も、その時代を代表する鉄筋コンクリート造建築
です。当時の時代背景や同時期の事例を取り上げながら、この書斎棟の位置付けを考えます。

第2回：9月28日（日）
「信太郎が観たモリエール～日記に綴られた百年前の観劇体験～」
1925年から26年にかけてのパリ滞在中、鈴木信太郎は連日のように劇場に通いました。パリには当

時も今も数多くの劇場が存在しますが、信太郎が主に通ったのは国立劇場のコメディ＝フランセーズで
した。演目にも好みがあり、モリエール（1622-73）の作品を繰り返し見ています。ただし、モリ
エールなら何でもよいというわけではなく、コメディ＝フランセーズの役者の演技なら何でも称えると
いうわけでもありません。信太郎は自らの審美眼に従って作品や演技の出来不出来を評価し、それらを
事細かに日記に書き残しています。信太郎の記録を導き手として、百年前のパリの演劇界の様子を覗い
てみましょう。

南大塚地域文化創造館 第1会議室
〒170-0005 東京都豊島区南大塚2-36-1
電話：03-3946-4301
●「東京メトロ 丸ノ内線 新大塚駅」
1番出口より徒歩8分

●「JR山手線 大塚駅」(南口)より徒歩5分
●「都電荒川線 大塚駅前」より徒歩5分
●都バス 「大塚駅」停留所より徒歩5分(都02、上60)

会場案内

鈴木信太郎記念館HP 郷土資料館公式X

かやのき

第2回講演 講師：小関武史氏 一橋大学大学院言語社会研究科 教授
【略歴】
・1993年、京都大学文学研究科修士課程を修了。
・1995年、パリ・ソルボンヌ（第四）大学で専門研究課程を修了。
・一橋大学法学研究科講師、東京大学教養学部非常勤講師の後、一橋大学法学研究
科で助教授、准教授、教授を務める。2020年より現職。
・ 『百科全書』 を中心とする18世紀仏文学・思想史を軸に、仏語・仏文学を研究。

こせき たけし

地域文化創造館HP


